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〈最終案内〉 

 

初秋の候、皆様方におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 さて、「第６２回広島県小学校社会科教育研究大会」を次のとおり開催いたします。 

 つきましては、公務ご多用とは存じますが、多数の皆様のご参加をいただき、ご指導ご助言を賜りますよう

ご案内申し上げます。 

 

 

１ 研究主題 

          

         

 

 

２ 日  時    １２：４０～１６：４０ 

 

３ 会  場   
へ

良
ら

小学校

広島県廿日市市陽光台一丁目４－１ ℡ ０８２９－３８－０２５１

 

４ 主  催   広島県小学校教育研究会社会科部会 

         第６２回広島県小学校社会科教育研究大会現地実行委員会             

 

５ 共  催   広島県教育委員会                                                 

 

６ 後  援   大竹市教育委員会   廿日市市教育委員会  広島県連合小学校長会      

日本教育公務員弘済会広島支部  大竹市・廿日市市小学校教育研究会 

 

７ 日  程  

    

受

付 

開
会
行
事 

研
究
報
告 

（
移 

動
） 

公開授業 
第 3 学年（1クラス） 

第 4 学年（2クラス） 

第 5 学年（2クラス） 

第 6 学年（1クラス） 

（
移 

動
） 

分 科 会 

研究協議会 

実践提案発表 

講評 

（
移 

動
） 

講  演 

大妻女子大学 家政学部  

教授 澤井 陽介先生 

閉
会
行
事 

 

 

「社会を見つめ，よりよい未来を共創する社会科教育の創造」 

～主体的に問い続け、他者と協働しながら追究する児童の育成を目指して～ 

12:20   12:40    12:55      13:10   13:20                  14:05   14:15                     15:15   15:25                   16:30     16:40                                 



８ 研究報告   廿日市市立平良小学校  研究主任  橋本 知子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 授業公開 

 

10 分 科 会 

 

11 講  演   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 単元名 授業者 

第３学年 店ではたらく人 伊藤 尚子 

第４学年 古い町なみを生かすまち 福山市鞆の浦 菅 優人 ・ 久光 翔太（２クラス授業提案） 

第５学年 情報を生かす産業  眞鍋 雄大 ・ 大前 優斗（２クラス授業提案） 

第６学年 明治の国づくりを進めた人々 樋渡 優希 

分科会 実践提案者 テーマ 指導助言者 

第 1分科会 

（第 3学年） 

広島市立温品小学校 

教諭 古田 泰一 

「社会貢献」をキーワードと

した産業学習の単元開発 

廿日市市教育委員会 

船倉 響子 指導主事 

第２分科会 

（第４学年） 

福山市立新涯小学校 

教諭 井上 朋也 

広島県のカキや熊野筆を 

通して見方・考え方を育む 

広島県西部教育事務所 

高橋 伸明 指導主事 

第３分科会 

（第５学年） 

尾道市立因北小学校 

教諭 島谷 恭平 

社会的な見方・考え方を 

働かせた深い学びの実現 

広島県教育委員会義務教育指導課 

宮岡 大輔 指導主事 

第４分科会 

（第６学年） 

三次市立君田小学校 

教諭 森永 清司 

自分とのつながりでとらえる

歴史学習の授業づくり 

広島県立教育センター 

片岡 巧  指導主事 

 

研究の視点 

 

研究の視点① 問いを重視した単元計画の工夫 
      〇 学習問題と具体の問いの構造化「問いと知識の構造図」 
        ・追究の意欲と見通しがもてる社会的事象との出合わせ方の工夫 
        ・「選択と共有」による深い学びの展開 
        ・よりよい社会を考える実社会につなげる問いの工夫 

 
研究の視点② 協働的に考えを深める学習活動の工夫 
      〇 進んで対話したくなる学習環境づくり 
        ・話しやすい雰囲気の醸成 
              ・目的に応じた対話の場の設定 

〇 社会的な見方・考え方を働かせた表現活動の工夫 
       ・資料をもとに根拠や理由を明確にして考えを説明させる指導 
       ・社会科用語・語句を活用したまとめ活動の充実 

 

東京生まれ 社会人のスタートは民間企業。                 

昭和５９年から東京都で小学校教諭、平成１２年から都立多摩教育研究所、 

八王子市教育委員会指導主事、町田市教育委員会統括指導主事、同教育 

政策担当副参事、平成２１年から文部科学省初等中等教育局教育課程課 

教科調査官、平成 28年から文部科学省初等中等教育局視学官、国士舘 

大学教授、令和 4年から現職。 

≪近著≫ 

「授業づくりの設計図」東洋館出版社（2020）、「できる評価・続けられる評価」東洋館出版社（2022）、 

「本当に知りたい社会科授業づくりのこつ」明治図書（2022）、 

「入門 校内研究のつくり方」東洋館出版社（２０２４） ほか多数  

 

 

 

【演題】     「子どもの学びを豊かにする社会科授業」 

【講師】 大妻女子大学 家政学部 教授 澤井 陽介（さわい ようすけ）先生 



12 参 加 費   １，０００円（資料代を含む） 

 

13 申し込みフォーム こちらのQRコードで申し込みをお願いいたします。 

申し込み〆切 10月 10日（金） 

 

 

1４ そ の 他   問い合わせ先  廿日市市立平良小学校  教頭  福田 陽子 

TEL ０８２９－３８－０２５１  FAX ０８２９－３８－０３４９ 

          ※ 警報発令等緊急事態の際には、日程等変更する場合がありますのでご承知おきください。 

平良小キャラクター         ヘラッキー 


